
青水増事業概要 第 11号 (1982)

サ ザ エ 増 殖 試 験

須川 人志 ･川村 要

本県日本海沿岸の岩礁地帯にはサザエが生息しており､昭和50年以降サザエ刺網漁業が普及したこと

により急速に漁獲が伸びている｡

本年度は､サザエ刺網漁業の最も盛んな深浦町田野沢地区において幼椎貝調査等を実施し､サザエ基

礎生態のうち成長について検討してみた｡
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第 1図 調 査 場 所

Ⅰ 幼 椎 貝 調 査

1. 調 査 年 月 日 昭和55年10月 2日､10月17日

2. 調 査 場 所 深浦町田野沢地先 (第 1図 )

3. 調 査 方 法

スキューバ潜水により潮間帯から水深 5mにかけてサザェ幼椎貝の採集を行い､併せて､周辺の海

底の形状 ･底質 ･海藻の着生状況､動物の生息状況などの観察をするため､沖合に向って20m間隔で

枠取 り調査を行った｡

4. 調 査 結 果

(7)海 底 形 状

海底は岩盤地帯であり､ところどころに深い溝がみられ起状は大きく変化に富んでいる｡
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(イ)生 物

岩盤上にはホンダワラ類 ･ツルアラメが多く着生している｡

動物では､岩盤の亀裂の中などにウニ類 (キタムラサキウニ ･ムラサキウニ ･アカウニ )､サザ

エ ･ヤ ドカリが多 く､溝の中にある転石の裏面には､ トコブシ ･バフンウニ ･クモヒトデがお り､

イトマキヒドデも観察された｡

第 1表 底質および生物枠取 り調査結果

枠取面積 2m

調 査 点 調査点 1から6瑠蹄臣 水 深 底質 (起伏 ) ･採
集 生 物サザエ アワビ ウニ類 ホ ン ダワ ラ 類 ツ メ

ア ラ メ そ の 他1 Om 6.0m _.*1-(～ im) 7 個190g 個g

3 個183g 500g 92 20 6.0 岩盤(～ 1

m) 3100 2116 135 453 40 7.5 岩

盤 105 2,015 マボヤ､石灰藻 (有節 )､ミガキボラ4 60
7.0 岩盤(～ im) 172 158 55 1.315 石

灰藻 (有節 )5 80 10.0 岩盤 .転石 .砂(I- 3m )

435 28 イ 卜マキ ヒトデ6 100 8.0 岩盤 2100 495

1,785 石灰藻 (有節 )7 120 12.5 岩盤 .転石 .砂(I- 2m

) 50 1,370 イトマキヒトデ＼クモヒトデ8 140
13.5 岩盤 .転石 .砂(I- 2m) 2172 12 イ 卜マ

キヒ トデ9 160 ll.5 岩盤 .砂(I- 4m) 2261 6361

ヤ ドカ リ10 180 13.0
岩盤.砂(2- 4m) 5299 イ トマキ ヒ トデ

ll 200 12
.0 岩盤 .砂(2--5m) 124 4243

マボヤ(

ウ)サザ エ幼 椎貝長瀬

の崎割島 ･千畳敷赤岩を中心に潮間帯か ら水深 5mの範囲で､サザエ幼稚貝を捜し

たところ､延潜水時間 100分で 450個の

サザエが採捕 された｡なお､幼椎貝の殻高組成は第 2図のとおりである｡(エ) サザエの年令と成長 10 20 30 40

50 60 70
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第 2図 サザエ幼椎貝の殻高組

織幼椎貝調査及び枠取 り調査で採捕されたサザエについて､殻高 ･



第 2表 へタにみられる休止帯にもとず く年令別の殻高の度数分布

年令殻高中央値1 令 2 令 3 令 4 令 5 令

6 令 合 計nrm15J-2020.1′ー25 ガn[17.522.5 449 12 2

1 1 1 46125.1～30

27.5 44 19 6330.1-35 32.5 12 34 46

35.1～40 37.5 6 48

5640.1-45 42.5 38

8 4645.1-50 47.5

34 13 4850.1-55 52.

5 12 13 1 2755.1Jd

O 57.5 4 3 10 3 2060.1JW 5 62.5 2 1 12 3

1865.1-70 67.5 4. 1 19 6 3 29

70.1-75 72.5 1 12 14

3 2975.1-8080.1-85 77.582.5

2 41 1 71個 体 数 155

202 41 57 32 8 455平 均 26.06 38.86 49.20 65.48 69.53

J n 1 4.49 8.43 6.16 6.22 6

.72α(n-1 )2 20.17 71
.
163 8.04 38.79

45.26T.W(9)
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Ⅱ 人工採苗予備試験

昭和54年および昭和55年に紫外線照射海水を用いて産卵誘発を実施 したところ､受精卵が得られた

ので､浮遊幼生 ･付着椎貝の飼育を行った｡結果は第 3表のとおりである｡

昭和55年は7月24日から10月14日までの間に29回の産卵誘発を行い2回の採苗に成功した｡なお､反

応率は雌 7.6%､雄21.5%であった｡

第 3表 人工採苗貝の成長記録

受精からの経過日数 昭和54年産貝 昭和55年産貝

備 考受 精4 日2 週 間3.5 ケ 月9 ケ 月1 年1年 2ケ月1年 8ケ月 昭和54年 9月20日300 〝400 〝1.1 nFn12.O hrガ4.l nrnl6.8 mnr7.7 mnr 昭和55年 8月27日300 /∫3.5 mガ 受精卵 200〟付 着冬期間の飼育､水温10℃以上とした3 仰 椎貝までは波板飼育3 mm1を越える椎貝はコンプを投

与する寵飼育Ⅲ

考 察(1) 幼椎貝が比較的容易は発見され､潜水時間が延べ 100分と短かかったにも拘らず 4

50個のサザエが採捕された｡このことは､同じ岩礁域に生息するアワビと比較すると非常に多

い採捕数である｡(2) へタにみられる休止帯を利用してサザエ殻高の成長を推定したところ､販売サイズ

の 7(叫こなるには5年を要する

ことがわかった｡(3) 人工採苗貝の成長は非常に悪く､今後の飼育方法の改良が待たれ




